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表紙写真：師団訓練検閲（第３特科隊 実射検閲）

各種行事・訓練

職場の豆知識

「はずさない」

第３師団隊員紹介コーナー

師団訓練検閲

年始行事

師団訓練検閲

二十歳祝典行事

皇后杯第４１回全国都道府県対抗

女子駅伝競走大会支援

師団戦士

我が部隊の新戦力

一隅を照らす

私の大切な物

みんなの架け橋

自衛隊滋賀地方協力本部

精度と速度を追求 実弾射撃能力を評価



１ ３ 師 団 だ よ り 第１６２号 令和５年（２０２３年） １月

師団司令部年始行事：師団長による年頭の辞（師団司令部庁舎前）

第
３
師
団
司
令
部
は
、
令
和
５
年
１
月

10
日
（
火
）
、
千
僧
駐
屯
地
（
兵
庫
県
伊

丹
市
）
に
お
い
て
新
年
の
隊
務
開
始
に
先

立
ち
、
年
始
行
事
を
実
施
し
た
。

師
団
長
年
頭
の
辞
に
続
き
、
各
部
署
の

主
要
幹
部
が
新
年
の
目
標
を
述
べ
た
後
、

達
磨
の
目
入
れ
と
勝
ち
ど
き
を
実
施
し
た
。

師
団
長
は
年
頭
の
辞
に
お
い
て
「
統
率

方
針
で
あ
る
『
任
務
必
成
』
『
強
い
部
隊

の
育
成
』
を
自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
つ

つ
、
諸
官
と
と
も
に
強
い
第
３
師
団
を
作

れ
る
よ
う
精
励
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
師
団
の
隷
下
各
部
隊
も
同
様
に
、

そ
れ
ぞ
れ
年
始
行
事
を
行
い
、
第
３
師
団

の
令
和
５
年
が
始
動
し
た
。

勝ちどきを上げる司令部幹部



２ ３ 師 団 だ よ り 第１６２号 令和５年（２０２３年） １月

射撃の全景（火砲１４門が整列）

師
団
は
、
令
和
５
年
１
月
下
旬
、
東
富
士
演
習
場
（
静
岡
県
）
に

お
い
て
、
第
３
特
科
隊
（
隊
長

小
松
１
佐
）
に
対
す
る
実
弾
射
撃

検
閲
を
実
施
し
た
。

朝
夕
に
は
気
温
が
氷
点
下
を
下
回
る
過
酷
な
状
況
で
あ
っ
て
も
、

隊
長
を
核
心
と
し
て
部
隊
が
一
丸
と
な
っ
て
、
精
度
と
速
度
を
追
求

し
た
射
撃
を
行
い
、
火
力
戦
闘
部
隊
と
し
て
の
任
務
を
完
遂
し
た
。

本
検
閲
に
参
加
し
た
第
１
中
隊
所
属
の
藤
川

香
淋
（
ふ
じ
か
わ

か
り
ん
）
士
長
は
「
朝
と
昼
間
の
寒
暖
差
が
も
の
す
ご
く
、
厳
し
い

環
境
の
な
か
、
み
ん
な
で
一
致
団
結
し
、
気
合
い
で
乗
り
切
り
ま
し

た
。
第
１
砲
班
の
３
番
手
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
砲
班
長
の
命

令
・
企
図
を
理
解
し
、
先
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
し
ま
し
た
。
無
事

に
任
務
を
完
遂
で
き
た
喜
び
と
、
冬
の
東
富
士
の
演
習
を
楽
し
め
ま

し
た
」
と
感
想
を
語
っ
た
。

第３師団長訓示 気合の入った面持ちで訓示を聞く隊員

息を合わせて弾薬を装填 戦砲隊長による射撃の統制

訓練開始式

師団長に敬礼をする第３特科隊長

状況開始

ＦＤＣによる射撃諸元の算定 ＦＯによる射弾の観測・射撃の修正射撃命令を受領する隊員

弾薬準備（信管秒時の設定）



３ ３ 師 団 だ よ り 第１６２号 令和５年（２０２３年） １月

戦車との綱引き（今津駐屯地）

代表者挨拶（福知山駐屯地）

第
３
師
団
の
各
駐
屯
地
は
、
今
年
度
二
十

歳
と
な
る
隊
員
を
対
象
に
【
二
十
歳
祝
典
行

事
】
を
行
っ
た
。

師
団
管
内
で
は
約
３
０
０
名
が
二
十
歳
を

迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駐
屯
地
に
お
い
て
記
念

植
樹
や
戦
車
と
の
綱
引
き
等
、
創
意
を
凝
ら

し
た
お
祝
い
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
た
。

福
知
山
駐
屯
地
で
は
、
代
表
者
挨
拶
に
お

い
て
第
３
後
方
支
援
連
隊
第
１
普
通
科
直
接

支
援
中
隊
所
属
の
髙
見

藍
梨
（
た
か
み

あ
い
り
）
士
長
が
「
何
事
に
お
い
て
も
強
い

責
任
感
を
持
つ
こ
と
、
二
十
歳
に
な
っ
て
か

ら
出
来
る
こ
と
に
対
し
て
全
力
で
楽
し
む
こ

と
を
意
識
し
な
が
ら
、
自
衛
官
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
一
社
会
人
と
し
て
今
後
も
日
々

精
進
し
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
決
意
を
述

べ
た
。

記念植樹（大久保駐屯地）

集合写真（姫路駐屯地）

抱負発表（千僧駐屯地）

出走するコースの資材準備

車両の準備

競技役員を乗せて大会運営を円滑に支援

本番前の車体の清掃・手入れ

第
７
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

前
野
１
佐
）
は
、
皇
后
杯
第
41
回
全
国
都
道
府
県
対

抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
を
支
援
し
た
。

参
加
隊
員
は
、
競
技
役
員
の
輸
送
、
資
材
の
運
搬
な
ど
を
「
ま
ご
こ
ろ
」
を
も
っ
て

支
援
し
、
円
滑
な
大
会
運
営
に
貢
献
し
た
。

本
大
会
支
援
に
「
指
令
車
」
の
操
縦
手
と
し
て
役
員
輸
送
を
行
っ
た
重
迫
撃
砲
中
隊

所
属
の
須
藤
３
曹
は
、
「
選
手
た
ち
が
大
会
に
集
中
で
き
る
よ
う
、
事
前
の
準
備
を
し

っ
か
り
と
行
い
ま
し
た
。
沿
道
か
ら
の
声
援
も
あ
り
、
自
衛
隊
の
広
報
に
も
繋
が
っ
た

と
思
う
の
で
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
し
た
」
と
感
想
を
語
っ
た
。



第３６普通科連隊

陸士長 宇佐川 真之介

今
回
は
、
第
３
特
科
隊
第
１
中
隊
に
所
属
す
る

中
岡

龍
哉
（
な
か
お
か

り
ゅ
う
や
）
３
曹
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

陸
曹
候
補
生
課
程
入
校
年
度
は
。

Ａ

第
１
３
８
期

令
和
３
年
１
月
入
校
で
す
。

Ｑ

合
格
通
知
を
受
け
た
時
の
心
境
。

Ａ

安
心
し
た
と
同
時
に
、
陸
曹
と
し
て
中
隊
の

戦
力
に
な
る
こ
と
を
改
め
て
決
意
し
ま
し
た
。

【
陸
曹
教
育
隊
入
校
間
に
つ
い
て
】

Ｑ

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
訓
練
は
。

Ａ

前
期
教
育
の
総
合
訓
練
で
す
。
攻
撃
分
隊
長

と
し
て
綿
密
な
戦
闘
予
行
を
実
施
し
、
同
期
全

員
で
力
を
合
わ
せ
、
目
標
を
奪
取
で
き
た
の
が

強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

特
に
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

班
を
ま
と
め
る
係
な
ど
、
「
長
」
に
な
っ
た

際
、
班
を
ま
と
め
指
揮
す
る
こ
と
に
苦
労
し
ま

し
た
。

Ｑ

特
に
学
ん
だ
こ
と
は
。

Ａ

指
示
し
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
か
、

自
分
の
目
で
確
認
す
る
と
い
う
実
行
の
監
督
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

Ｑ

陸
曹
に
な
っ
て
の
心
境
の
変
化
は
。

Ａ

陸
士
と
違
い
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
が
長
と
な

り
指
示
す
る
場
面
が
増
え
、
今
ま
で
以
上
に
責

任
の
重
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ

今
後
の
部
隊
で
の
目
標
は
。

Ａ

い
つ
、
い
か
な
る
状
況
で
も
任
務
を
完
遂
す

る
こ
と
の
で
き
る
砲
班
長
に
な
り
、
中
隊
、
部

隊
の
戦
力
と
な
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

陸
曹
を
目
指
す
後
輩
隊
員
に
一
言

Ａ

陸
曹
に
な
る
と
い
う
目
標
を
常
日
頃
か
ら
意

識
し
、
恒
常
業
務
や
訓
練
に
励
み
、
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

４ ３ 師 団 だ よ り 第１６２号 令和５年（２０２３年） １月

第７普通科連隊

３等陸曹 田野 貴大

今
回
は
、
第
36
普
通
科
連
隊
第
５
中
隊
に
所
属

す
る
宇
佐
川

真
之
介
（
う
さ
が
わ

し
ん
の
す

け
）
士
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

入
隊
年
度
、
出
身
地
は
。

Ａ

令
和
３
年
度
、
鳥
取
県
米
子
市
出
身
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

父
が
自
衛
官
で
、
そ
の
姿
に
憧
れ
て
入
隊
し

ま
し
た
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

新
隊
員
後
期
教
育
の
35
㎞
行
進
訓
練
を
歩
き

切
っ
た
事
で
す
。

Ｑ

現
職
務
（
小
銃
手
）
の
や
り
が
い
は
。

Ａ

日
々
の
訓
練
、
演
習
を
通
じ
て
自
分
の
地
図

判
読
能
力
等
の
戦
技
が
目
に
見
え
て
向
上
し
て

い
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ

現
職
務
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ

今
年
度
配
置
に
な
っ
た
新
配
置
隊
員
に
対
し
、

職
務
に
関
す
る
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
教
え
る

こ
と
が
と
て
も
難
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ

理
想
の
陸
曹
像
は
。

Ａ

分
隊
の
１
人
１
人
を
良
く
見
て
、
具
体
的
な

指
示
が
で
き
る
陸
曹
で
す
。

Ｑ

営
内
生
活
で
１
番
楽
し
い
こ
と
は
。

Ａ

同
部
屋
の
隊
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

早
く
陸
曹
に
な
り
、
自
分
の
戦
技
能
力
を
更

に
高
め
て
い
く
こ
と
で
す
。
（
陸
曹
候
補
生
課

程
に
入
校
し
た
ら
、
総
監
賞
を
と
り
ま
す
！
）

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

訓
練
の
先
に
国
防
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
現

実
な
ん
だ
な
と
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。
陸

曹
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
よ
り
一
層
の
緊
張

感
を
も
っ
て
訓
練
等
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

第３特科隊

３等陸曹 中岡 龍哉

第３戦車大隊本部管理中隊

３等陸曹山中 大地

第３戦車大隊本部管理中隊に所属する山中 大地（やまなか だいち）３曹が大切にしている「キャンプ道具」を

紹介します。

世間がコロナ禍になり、人との接触が制限された時期に、何か良い趣味はないかと思い始めたのがキャンプでした。

最初は道具も揃っておらず、どこか物足りないキャンプでした。しかし、徐々に道具を揃えて

いくとキャンプがより快適に、より楽しくできるようになり、どんどんキャンプにのめり込ん

でいきました。中でも一番気に入っている道具は焚き火台で、夜、辺りが暗くなり焚き火を見

ながらほっこりする時間、仲間と共に焚き火を囲んでお酒を飲む時間は、言葉では表せないぐ

らいリラックスできて癒されます。正直、そのためにキャンプをしているところがあります(笑)。

今では、週末や休暇等を活用して仲間と近くのキャンプ場に行ったり、ソロキャンプを楽しん

でいます。自衛官の方で、普段は演習で山に行っているのに、プライベートでも山に行くのは

ちょっと、、、っていう人も、仕事と趣味とではまた違ったひとときを感じることができます。

また、キャンプを通じて仕事で役立つロープワークや生存自活能力も学ぶ機会がありますので、

ぜひ皆さんも食わず嫌いをせず、気軽な気持ちでキャンパー仲間になってみませんか？

今
回
は
、
第
７
普
通
科
連
隊
第
１
中
隊
に
所
属

す
る
田
野

貴
大
（
た
の

た
か
ひ
ろ
）
３
曹
を

紹
介
し
ま
す
。

田
野
３
曹
は
、
平
成
19
年
に
入
隊
以
来
、
迫
撃

砲
小
隊
に
所
属
し
、
砲
手
、
迫
撃
砲
弾
薬
手
、
平

成
26
年
に
３
曹
昇
任
後
、
迫
撃
砲
分
隊
長
、
迫
撃

砲
観
測
陸
曹
等
を
歴
任
し
、
令
和
２
年
か
ら
車
両

係
陸
曹
に
上
番
し
て
い
ま
す
。

車
両
係
陸
曹
と
し
て
各
種
結
節
時
に
お
い
て
、

中
隊
の
隊
員
に
車
両
事
故
の
未
然
防
止
教
育
を
実

施
し
、
不
可
動
車
両
の
絶
無
を
心
掛
け
、
各
種
訓

練
、
作
業
を
円
滑
に
す
る
為
に
日
々
奮
闘
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
普
段
か
ら
明
る
く
元
気
な
隊
員
で
、

各
種
競
技
会
や
行
事
で
は
選
手
と
し
て
活
躍
す
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
大
き
な
身
体
と
声
量
で
中
隊

の
要
と
し
て
各
種
競
技
会
優
勝
に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。

部
外
活
動
と
し
て
、
主
に
中
隊
の
隊
員
か
ら
構

成
さ
れ
る
「
福
知
山
マ
ー
ベ
ラ
ス
」
と
い
う
社
会

人
野
球
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
お
り
、
積
極
的
に
試

合
や
練
習
に
参
加
し
、
自
衛
官
だ
け
で
な
く
民
間

の
方
々
と
も
交
流
を
深
め
、
チ
ー
ム
の
主
軸
と
し

て
活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
田
野
３
曹
の
職
務
だ
け
で
な
く
、
人
間

関
係
を
大
事
に
す
る
姿
は
、
中
隊
で
も
若
年
隊
員

の
模
範
と
な
り
、

上
司
同
僚
か
ら
も

信
頼
を
得
て
お
り
、

ま
さ
に
「
一
隅
を

照
ら
す
」
に
相
応

し
い
隊
員
で
す
。

お気に入りの焚き火台

公私ともに充実♪
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著
：
ジ
ョ
シ
ュ
ア

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Twitter

第３師団ホームページでは、過去の
３師団だよりや、開催予定イベントの紹介
などを逐次更新しています！
Ｔｗｉｔｔｅｒ（ツイッター）も更新し

ているので、是非遊びに来てくださいね！

ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽ

ﾏｽｸ着用

【ＱＲコード】

マメ

「

は

ず

さ

な

い

」

近
畿
２
府
４
県
に

所
在
す
る
各
自
衛

隊
地
方
協
力
本
部

か
ら
の
情
報
発
信

コ
ー
ナ
ー

自衛隊滋賀地方協力本部

滋
賀
県
内

節
目
の
年

自衛隊フェスタ50・70
in 滋賀高島

に
合
わ
せ
、
６
種
類
の
「
フ
ェ
ス

限
定
缶
バ
ッ
チ
」
や
う
ち
わ
な
ど

の｢

超
激
レ
ア
限
定
グ
ッ
ズ｣

を
準

備
し
来
場
者
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。

ま
た
朝
早
く
か
ら
た
く
さ
ん
の

来
場
者
が
あ
り
、
地
本
ブ
ー
ス
も

人
だ
か
り
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

中
に
今
年
度
、
滋
賀
地
本
か
ら
防

衛
大
学
校
に
入
校
し
た
学
生
が
顔

を
見
せ
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。

人
の
波
は
最
後
ま
で
途
切
れ
る

こ
と
な
く
た
く
さ
ん
の
方
が
立
ち

寄
っ
て
下
さ
り
、
大
盛
況
で
し
た
。

令
和
４
年
は
滋
賀
県
内
に
所
在
す
る
、
航
空
自
衛
隊
饗
庭
野

分
屯
基
地
が
創
立
50
周
年
、
陸
上
自
衛
隊
今
津
駐
屯
地
が
創
立

70
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
節
目
に
あ
わ
せ
、
令
和
４
年

８
月
７
日
（
日
）
、
高
島
市
実
行

委
員
会
主
催
に
よ
る
記
念
行
事
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
場
と
な
っ
た
今
津
総
合
運

動
公
園
で
は
、
陸
空
に
よ
る
合
同

パ
レ
ー
ド
と
装
備
品
展
示
、
記
念

セ
レ
モ
ニ
ー
、
物
産
展
が
開
か
れ

ま
し
た
。

ま
た
高
島
市
民
会
館
で
は
中
部

方
面
音
楽
隊
に
よ
る
音
楽
祭
、
記

念
行
事
の
来
場
者
を
迎
え
る
Ｊ
Ｒ

今
津
駅
で
は
観
光
Ｐ
Ｒ
、
物
産
展

が
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
、
家
族
連
れ

な
ど
高
島
市
人
口
の
２
．
４
倍(

約

11
万
人
）
の
来
場
者
が
あ
り
大
変

賑
わ
い
ま
し
た
。

８
月
７
日
は
朝
か
ら
と
て
も
蒸

し
暑
く
、
空
は
厚
い
雲
に
覆
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
展
示
飛
行
が
始

ま
る
こ
ろ
に
は
快
晴
に
な
り
ま
し

た
。小

牧
基
地
か
ら
来
た
Ｕ
Ｈ
60
ー

Ｊ
の
展
示
飛
行
に
引
き
続
き
、
高

島
市
の
上
空
に
轟
音
と
共
に
飛
来

し
た
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
。
そ
の

機
体
か
ら
吐
き
出
さ
れ
る
ス
モ
ー

ク
が
、
青
く
澄
ん
だ
大
空
に
大
き

青空にブルーイン

パルスが描くハー

トにくぎ付けにな

る来場者たち

(今津総合運動公園

上空)

大
津
市
際
川
に
所
在
す
る
、

大
津
駐
屯
地
外
柵
の
看
板
と
横

断
幕
を
、
新
調
し
ま
し
た
。

更
新
箇
所
は

二
ヶ
所
。
お

近
く
に
来
ら

れ
た
時
な
ど

チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
て
く
だ

さ
い
。
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な
ハ
ー
ト
や
サ

ー
ク
ル
を
次
々

と
描
い
て
い
く
。

訪
れ
た
来
場
者

は
大
き
な
拍
手

と
歓
声
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。

滋
賀
地
本
は

本
会
場
で
ブ
ー

ス
を
開
設
し
、

こ
の
記
念
行
事

令
和
５
年
に
向
け
て

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
た
な
一
年
が

幕
を
開
け
ま
し
た
。
北
海
道
で
勤
務
を
し
て
い
た
頃
、
美
幌

峠
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ス
23
度
の
な
か
、
初
日
の
出
を
見
に
行

っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

ま
つ
毛
ま
で
凍
り
つ
き
長
時
間
滞

在
す
る
に
は
そ
れ
な
り
に
着
こ
ま
な

け
れ
ば
耐
え
ら
れ
な
い
環
境
で
し
た
。

兵
庫
県
の
勤
務
で
は
、
「
寒
さ
も
気

に
な
ら
ず
快
適
に
過
ご
し
て
い
ま
す
」

と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
や
は

り
冬
は
ど
こ
に
い
て
も
寒
い
も
の
で

す
。し

ば
ら
く
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
ま
す
が
、
夏
場
に
比
べ
れ

ば
訓
練
に
お
い
て
暑
さ
に
よ
る
疲
労
を

気
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
を
着
て
行
動
す

る
に
は
、
最
適
な
季
節
と
言
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

防
弾
チ
ョ
ッ
キ
は
、
砲
弾
の
破
片
や

銃
弾
の
被
害
を
減
少
さ
せ
る
素
材
で
で

き
て
お
り
、
弾
丸
を
止
め
る
効
果
を
増
す
た
め
に
防
弾
プ
レ

ー
ト
を
付
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
万
が
一
、
着
用
者
が

射
撃
を
受
け
、
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
で
弾
丸
が
止
ま
っ
た
と
し
て

も
そ
の
凄
ま
じ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
着
用
者
の
身
体
に
衝
撃
と

し
て
伝
わ
り
ま
す
。
控
え
め
に
言
っ
て
も
生
身
で
格
闘
家
に

ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
を
さ
れ
る
よ
う
な
衝
撃
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
被
弾
時
の
衝
撃
を
緩

和
す
る
緩
衝
材
が
付
属
し
て
い
る
設
計

の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
防
弾
チ
ョ
ッ
キ

を
装
着
す
る
に
あ
た
り
、
緩
衝
材
を
し

っ
か
り
と
装
着
し
効
果
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
よ
う
に
正
し
く
装
着
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
我
々
の
行
動
に
求
め

ら
れ
る
本
質
と
装
備
品
の
設
計
上
の
狙

い
を
「
は
ず
さ
な
い
」
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
で
は
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。


